
ラコルタ柏（教育福祉会館）の進め方

1

令和４年度～

議題３

柏市教育福祉会館運営協議会 第2回会議 資料6

誰もが集える みんながつながる 地域へ広がる
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１．令和３年度総括

令和３年度に重点的に取り組んできたこと

１．館の一体的運用を見据え，教育分野と福祉分野との交流を意識した事業や講座の
組み立て

２．「単発」ではなく「継続性」を重視した，事業および事業の実施
３．青少年など若い年齢層にも，館に興味や関心，関わる機会を持ってもらうため，

学生向けの取り組みを実施

取り組んだ成果

・教育と福祉との連携事業の拡充
・事業や講座をきっかけに，グループがフォローアップ講座を受講し，団体登録まで
に至るなどの「つながり」へと発展
・ラコルタ柏フェスティバルやラコルタ柏探検ツアーなどにおいて，高校生がボラン
ティアとして活躍
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３．令和４年度の方向性

ラコルタ柏事業

地
域
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・全館を通し，「利用者間」や「事業間」の関連付けや広がりを
意識して，事業をコーディネートしていく。
・令和3年度に実施してきた，総合福祉センターと中央公民館との
連携事業を継続・発展させていきつつ，積極的にコラボレーショ
ンできる事業を創出していく。
・講座や事業の実施において常に意識している，参加された市民
の活躍の場づくりや，主体性をもって活躍していく人材育成の方
向性はそのままに，そのなかで，よりラコルタ柏の運営や事業企
画への参画に関心や興味を持った人材を育む取り組みや，その方
たちの活躍の場の仕掛けづくりに努めていく。
・令和3年度に強化したＳＮＳを活用した情報発信を引き続き実施
しつつ，プレスリリースや情報発信内容の精度を高めていく運営
体制を整備していく。


